
同じ時代　同じ地球に
生まれたんだから

We all are fellows living in 
the same planet 

今こそ難民の受入れを考えよう！
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世界難民の日関西集会は
今年9回目！

　

6666月20202020日は2000200020002000年の国連総会で決められた
「世界難民の日」です。

2007200720072007年より「世界難民の日」を広め日本の難民
問題を考える集会を行ってきました。



難民とは？
人種・宗教・国籍もしくは特定の社会的集団
の構成員であること、または政治的意見を
理由に迫害を受けるか、その恐れがあるた
め国外におり、国籍国の保護を受けられない
者、またはそれを望まない者　　　　　　　　

（難民条約第1条）

＊国境から出ていない人は「避難民」
＊難民条約は１９５１年に締結。



昨年は阿部浩己氏の講演で
国際法の立場から

日本の難民認定制度の問題などを検討



• 今年で33333333年目に入る。

• 2007200720072007年に改定。3333年後の見直しがされないま
ま現在に至っている。

• ２００９年から第３国定住受け入れ。

・2011201120112011年難民条約60606060周年に当たり、衆参両院
で難民支援決議が全会一致で可決。

「難民の保護と難民問題への継続的な取り組
みに関する決議」

日本は1981年難民条約に加盟
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難民認定度改定の動き

• 本間案

• 2008200820082008年難民申請者1000100010001000人を超す。

　　2004200420042004年改定後も難民認定増えず。

• 2009200920092009年世界難民の日関西集会で「新たな難
民認定制度案」を発表（6666月21212121日）
この年　    難民認定３分の１に激減　

• 申請は最多に…………認定率の激減



• 6666月　難民フォーラム新難民法の提言発表

• （7777月　韓国新難民法施行）

• 10101010月　法務省　難民認定制度の運用に関する検討
につい公表

• 11111111月　法務省　難民認定制度に関する専門部会開
催　2014201420142014年12121212月までにまとめ。

• 難民申請者３０００人を超す。難民認定率0000，1111パー
セント　参与員の意見に反して法務大臣が7777名難民
不認定に。

2013年の動き



2014年の動き
• ・2月　日弁連　難民認定制度及び難民認定申請

者等の地位に関する提言。

• 5555月23232323日　衆議院　行政不服審査法一括改定可
決。（参与員が審理員を兼ねる。）

• 5555月23232323日　日弁連　行政不服審査法改定に伴う
出入国管理及び難民認定法改定案に対する会
長声明

• 6666月5555日　参議院法務委員会で糸数議員質問

• 6666月5555日　参議院総務委員会で又市議員質問



世界の66ヶ国から難民が！

• この大阪にも難民が住んでいます。

昨年からＲＡＦＩＱがサポートしたり相談を受けた
難民は、ナイジェリア　エジプト　ガーナ　トル
コ

ビルマ　パキスタン　南スーダンシリアと多方面
にわたってきました。

・今すぐに支援が必要な方、母国に家族を残し
てきた方もいます。

・女性や子どもだけ、心身に病気のある方もい
ます。



難民は祖国の平和と家族との
安全な生活を望んでいる人。

私たちにできること

・私たちの国が平和であること。

・あなたの近くの難民を市民として受け入れる　　　　　
こと。

・多くの難民の人生に光が当たるように、今こそ
難民受け入れを考えて行きましょう。


